
　第２回名大版・子育て支援セミナーが、３月７日（土）、
野依記念学術交流館において開催されました。平成19年度
に採択された科学技術振興調整費「発展型女性研究者支援
名大モデル」事業では、重要課題として育児と仕事の両立
支援の充実があげられており、同セミナーは、本学におけ
る育児に関する職場環境の整備を広く周知し、大学内にお

ける子育てネットワークを実際に広げることを目的として
行われました。
　当日は、本学構成員の家族ら合わせて100名以上もの参
加があり、前半は「世界一受けたい授業」などで活躍中の
内田麻理香東京大学工学部特任教員を招き、身近にある食
べ物を使った“キッチン実験”を参加した子どもたちと一
緒に行いました。生クリームにジャムを入れるとペクチン
の働きで泡立ちが早くなることや、氷に塩を入れると凝固
点降下によりシャーベットができることを実験を通して学
び、最後には試食をしました。
　後半の「子育て交流会」では、こすもす保育園の増築、
学童保育や鶴舞地区保育園の新設など、本学の育児支援に
関する情報発信を行いました。さらに子育てや仕事の両立
の上で困難な点について、参加者から意見を出してもら
い、テーマに分かれて話し合いました。また、親がセミナー
に参加している間、子どもたちが利用するキッズルームで
は、本学学生が中心となって活躍しました。本学は今後と
も親・子ども・学生がつながった名大版・子育てネットワー
クづくりを推進していく予定です。

　第１回高等研究院レクチャーが、３月12日（木）、医学部
附属病院中央診療棟３階講堂において、本学教職員・学生・
一般市民など約140名の参加を得て開催されました。本レ
クチャーは、学内教員、大学院学生等を対象とする高等研
究院の学術講義であり、今回初めて行われたものです。
　当日は、近藤院長のあいさつの後、神経再生医療の最新

研究成果について、２名の講師による講演が行われまし
た。従来、神経はいったん損傷を受けると回復しないと考
えられていました。しかし、最近の研究から神経細胞は再
生できることがわかり、さまざまな研究が進んでいます。
まず、門松健治医学系研究科教授が、「神経軸索再生とプ
ロテオグリカン」と題して、脊髄損傷の治療法の現状およ
びプロテオグリカンによる軸索再生の阻害機構等につい
て解説しました。続いて、岡野栄之慶應義塾大学医学部教
授が、「iPS 細胞を用いた神経再生戦略」と題し、脊髄損
傷の根本的な治療法として期待されている iPS 細胞による
治療法の現状について分かりやすく講演しました。同教授
は、iPS 細胞を用いて、脊髄損傷で脚がまひしたマウスを
歩けるまで回復させることに成功し、iPS 細胞の効果を証
明しました。この実験結果にも触れ、脊髄再生への応用に
ついて解説しました。それぞれの講演後には、活発な質疑
応答が行われ、最後に、高橋雅英医学系研究科教授が閉会
の辞を述べて終了しました。参加者から、「理解しやすかっ
た」「これからも積極的に参加したい」との感想が多数寄
せられており、大変有意義なレクチャーとなりました。
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キッチン実験の様子
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